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（概要） 

事故耐性を高めた新型燃料として注目されているFeCrAl-ODS 鋼の通常運転時環境中における腐食特性に

対し、照射の効果が重畳した場合の影響評価を行い、今後実施予定の海外研究炉（炉水環境での照射試験可

能なハルデン照射炉）を用いた実証試験に資する腐食特性に関する基礎データベースの体系化を行う。また、

この腐食特性に関する体系的な基礎データベースを用いて、原子炉内環境中での FeCrAl-ODS鋼の腐食特性

の劣化予測に資する、メカニズム検討を海外研究炉での実証試験に先立って行い、腐食特性の劣化予測モデ

ル化及び海外研究炉での実証試験による劣化予測モデルの妥当性検討を実施する。 
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１．目的 

FeCrAl系酸化物分散強化型（ODS）鋼は、過酷事故時における高温酸化速度が緩やかで、かつ可燃性ガス

（主に水素）の発生量が少ない点で、既存軽水炉で使用されているZryに比べて有利である。このことから、

事故耐性を有する新型燃料部材の一つとして、現在精力的に研究開発が進められてきているが、通常運転時

の挙動については、現在データ取得中であり、腐食挙動や腐食に及ぼす照射の影響等については、殆どデー

タが得られていないのが実情である。 

以上のことから、本研究は、事故耐性新型燃料の一つであるFeCrAl-ODS 鋼中の腐食特性に及ぼす照射の

影響評価を目的に、イオン照射試験及び照射後分析・評価試験を実施する。 

 

２．実施方法 

軽水炉稼働温度域である室温から300℃以下の範囲において、供試材表面近傍（基本的に大面積部分であ

る表裏面のみ）に照射欠陥組織を有する腐食試験用供試材を作成するため、高崎のタンデム加速器を使用し

て10.5 MeVでのFeイオン照射を行う。イオン照射後の腐食試験は、原子力機構・原科研のオートクレーブ

を使用し、イオン照射された供試材とイオン照射されていない供試材を15日間同一条件で実施する。腐食

試験した供試材は、いずれも重量変化（腐食試験後試験片と腐食試験前試験片の重量差分として評価）を測

定するとともに、断面組織観察及び組成分析等を行い、腐食特性に及ぼす照射の影響を評価する。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

 溶存酸素濃度8 ppm条件で、非照射材2枚、0.2dpa照射材2枚、2dpa照射材2枚の3組の試験片対を同

時にオートクレーブ内に挿入し、同一腐食環境条件下で電気化学インピーダンス測定した。ナイキスト線図、

ボード線図ともに、顕著な照射の影響は見られず、照射の有無にかかわらずほぼ一致する応答を示した。ま

た、外観観察の結果からもインピーダンス応答同様に顕著な照射影響は確認されなかった。一方、比較のた

めに行った溶存酸素濃度0.25 ppmの条件においてもFeCrAl-ODS鋼の高温水中腐食挙動に照射の影響は確認

されなかった。今後は、再現性確認や系統的な影響評価のため、イオン照射した試験片の腐食試験を継続す

る予定である。 
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